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流通とＳＣ・私の視点 

2020 年 10 月 15 日 
 

次世代の２つの経済圏の概念!! 

 

次世代（2030 年・2045 年）は従来の経済活動空間（圏）が次のようにシフトして三極化します。 

フィジカル経済活動圏 

リアルな空間での経済活動 

↓ 

次世代の２大キーポイント

 

 

デジタルシフト革命（変革） サステナブルシフト革命（変革） 

サイバー空間での経済活動圏 持続可能性を配慮した経済活動圏 

ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）によるデ

ジタルシフトは、経済の生産・流通・生活上の生産

性の高い価値づくりを行う。 

ＳＸ（サステナブル・トランスフォーメーション）は、

合理化一辺側ではない、地球人として、社会人と

して、人間として、また地域の一員の観点から持続

可能社会の視点から価値づくりを行う。 

①自動化（ＲＰＡ）やＣＡＳＥ（モビリティ革命） 

②テクノロジー（クラウド、ＡＩ、３Ｄプリンター、量子

コンピューター、５Ｇ・６Ｇ、ＧＰＳ） 

③オンライン（リモート方式の事業活動） 

④コンピューターグラフィック（ＶＲ、ＡＲ、ＭＲ） 

⑤交流（ＳＮＳ、スマホ、タブレット…等） 

⑥経済圏（プラットフォーム、ブロックチェーン） 

⑦仮想＆スマートシステム 

⑧フィンテック（デジタル通貨、暗号資産＝仮想通貨）

＜コンセプト＞ 

①地球・自然環境に配慮した経済活動 

②社会の課題を解決する経済活動 

③地球の生活に貢献する経済活動 

④人間の精神面の幸福に寄与する経済活動 

＜コンテンツ＞ 

①ＳＤＧｓ   ②エシカル消費 

③ＥＳＧ    ④フェアトレード 

⑤ＥＬＳＩ    ⑥ＳＢ 
 

↓ 

経済行動の推移 

フィジカル経済行動から → ネオ・デジタル経済行動へ → さらに真正・デジタル経済行動へ 

   

非サステナブル経済行動から → ネオ・サステナブル経済行動へ → さらに真正・サステナブル経済行動へ

   

非ソーシャルビジネスから → ネオ・ソーシャルビジネスへ → さらに真正・ソーシャルビジネスへ 
 

現在は、1990 年までのフィジカル経済行動中心の時代からインターネットの発展によりサイバー空間が

確立され、現在はサイバー空間上の経済行動が大きなウエイトを占めています。さらに、近未来（2030 年

頃）にはサイバー空間での経済活動が概念的・全要素的には 50％を占め、未来（2045 年頃）には 70％に達

する時代が来ることが想定されます。 
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